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旧東海道分岐点
のサイン

　戸塚宿の成立は、慶長９（1604）年で、隣宿である藤沢、
保土ケ谷の宿が成立した慶長６（1601）年に遅れること３年
でした。
　日本橋から数えて５番目の宿場町で、基点の日本橋からは
10里半（約42㎞）の距離にあり、朝江戸を発った当時の旅人
の一番目の宿泊地として最適であり、さらに鎌倉への遊山の道、
大山参詣の道の分岐の宿として大変な賑わいを見せていました。
　東海道宿村大概帳【天保14（1843）年頃】によると、宿内
の人口は2,900 人余、家数は613 軒、本陣は２、脇本陣は３、
旅籠は 75 軒と東海道五十三次の宿場の中では 10 番目に  
宿泊施設の多い宿場でした。
　戸塚区内では旧東海道は南北方向にまたがっており、全長
約11.7㎞あります。その中で戸塚宿は、２つの見付跡に挟まれ
た約 2.3km の範囲とされており、今も戸塚区の中心地として
賑わっています。
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歴史資源の説明
【戸塚宿内 (江戸方見付跡～上方見付跡 )】

旧東海道ルート

その他の主な散策ルート
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利用可能なトイレ
※ただし、曜日によっては施錠されたり、施設所有者の
　許可を得る必要のあるトイレもあります。

バス停
旧東海道戸塚宿の歴史を
歩く散策マップ

東海道五拾三次之内　戸塚／初代広重　天保４～５年（1833～1834 年）頃　

歴史資源の説明

交番／警察署

主要な公共施設

道案内板

歴史案内板

歴史案内角柱
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※旧東海道ルートの分岐点や迷いや
すい場所に立っていますので現地で
ルートを御確認下さい。


